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２００５年台風１４号（NABI）による
豪雨と山口県錦川流域における
洪水災害の特徴
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Abstract

Typhoon０５１４(NABI)passed through the western partofKyushu districton
September６,２００５.TheheavyrainfalldisasterwascasuedinMiyazaki,Kagoshima,
OhitaandYamaguchiPrefecturesbythetyphoon.Duringthepassingoftyphoon,the
amountofaccumulatedprecipitation(September４-７,２００５)recordedatMikadoand
EbinoAMeDAS weatherstationswere１，３２１mm and１,３０７mm,respectively.The
amountofaccumulatedprecipitation(September５(１２:００)-７(１２:００),２００５)wasover
４００mm from theeasternpartofYamaguchiPrefecturetothesouthwesternpartof
HiroshimaPrefecture.TheamountofaccumulatedprecipitationrecordedatRakanzan
andTerayamaprecipitationstationswere５１７mm and５０８mm,respectively.Theheavy
rainfalldamage resulted in３death,and about２，４００ buildingswere flooded in
YamaguchiPrefecture.IntheNaguwaareaofMikawatown,about２００cm flood
damageoccurredbyNishikiRiverflood,itwastheseriousflooddamagesincethe
Ruthtyphoon(No.１５)in１９５１.
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山本・岩谷・東山：２００５年台風１４号（NABI）による豪雨と山口県錦川流域における洪水災害の特徴

１．はじめに
２００５年８月２９日２１時にマリアナ諸島近海で発生

した台風１４号（NABI，ナービー）は，９月４日に
は沖縄県大東島地方を暴風域に巻き込み，その後
は進路を北よりに変えて九州の西岸に沿って北上
した。台風は６日１４時頃長崎県諫早市に上陸した
後，九州北部を通過して夜には日本海へ抜け，速
度を速めながら日本海を北東に進んだ。（福岡管区
気象台，２００５；気象庁，２００５）。
本台風は広い暴風域を維持したままゆっくりと

した移動速度で北上して九州・山口地方を抜けた
ため，長時間にわたって暴風，豪雨が継続した。
このため，屋久島では台風接近前に最大瞬間風速
５８．１m/s，種子島では吹き返しの風で最大瞬間風
速５９．２m/sを記録し，最低海面気圧も屋久島で
９４９．４hPaを観測するなど，台風の中心が西側近
傍を通過した気象官署では気圧が大きく低下した。
また，宮崎県では降り始めからの雨量１，３００mmを
越え，九州山地の南東斜面ではアメダス観測の降
水量記録を多くの地点で更新した（鹿児島地方気
象台，２００５；熊本地方気象台，２００５；宮崎地方気
象台，２００５；大分地方気象台，２００５）。さらに，
九州や瀬戸内海の沿岸地方では，秋の高い潮位の
季節と重なり高潮が発生した。
本台風の暴風雨により，土砂災害が相次いで発

生し，全国での死者・行方不明者は２９名に達した。
また，河川の増水に伴う氾濫や越流により２万棟
を越える住家に浸水被害が発生した（国土交通省，
２００５；内閣府，２００６；消防庁，２００５）。山口県でも，
台風１４号の通過時に記録的な豪雨を観測し，県東
部の錦川が氾濫して１９５１年のルース台風（台風１５
号）以来の甚大な浸水被害が発生した（美川町，
１９６９；消防庁，２００５；下関地方気象台，２００５；山
口県，２００５）。
筆者らは，西南日本で発生した台風に伴う豪雨

を対象に，１９９７年台風９号による山口県北部の豪
雨（山本ら，１９９８），１９９７年台風１９号による宮崎県
北部の豪雨（山本ら，１９９９a），１９９８年台風１０号に
伴う岡山県の豪雨（山本ら，１９９９b）を対象に，豪
雨の特徴を解析すると伴に豪雨による洪水・土砂
災害の現地調査を実施している。また，１９９７年以

降に全国各地で発生した豪雨について，降水特性
の比較分析を試みている（YamamotoandIwaya，
２００５）。ここでは，台風１４号による豪雨と特徴を
示すと伴に，錦川流域で発生した洪水災害の概要
について報告する。

２．台風１４号の経路
台風１４号の経路を図１に，９月６日６時の地上

天気図を図２に，６日６時の気象衛星「ひまわり」
の赤外画像を図３に示した。８月２９日２１時にマリ
アナ諸島近海で発生した台風１４号は貿易風に乗っ
て西に進みながら次第に勢力を強め，９月２日に
は中心付近の最大風速５０m/s，風速１５m/s以上の
強風域の半径は南東側８５０km，北西側６００kmと
「大型で非常に強い」勢力となった。その後もゆっ
くりと北西に進んだ台風は，４日には沖縄県大東
島地方を暴風域に巻き込み，その後は太平洋高気
圧の縁に沿って進路を次第に北よりに変えて九州
の南海上に接近した。６日午前中には，台風は偏
西風の影響を受けず九州西岸に沿ってゆっくりと
北上した。１４時頃長崎県諫早市に中心付近の最大
風速３５m/s，強風域の半径約７００kmの「大型で強
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図１ ２００５年台風１４号の経路図
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い」勢力で上陸した後，勢力を弱めながら佐賀
県・福岡県を横断して２０時頃には響灘へ抜け，移
動速度を速めながら日本海を北東に進んだ。台風
は，７日２３時半頃には北海道渡島半島のせたな町
に再上陸した後，翌８日６時頃には稚内市付近か
らオホーツク海に抜け，１５時に千島近海で温帯低
気圧となった（福岡管区気象台，２００５；気象庁，
２００５）。

３．台風による強風・豪雨の特徴
本台風は大型で強い勢力と広い暴風域を維持し

ていたために，屋久島では台風接近前の６日０時
２９分に最大瞬間風速５８．１m/s（風向N，観測史上
第５位），種子島では吹き返しの風により４時３４
分に最大瞬間風速５９．２m/s（風向SSE，観測史上
第２位）の暴風を記録するなど，南九州地方を中
心に最大瞬間風速４０m/sを超える暴風が吹いた。
台風の中心が西側近傍を通過した気象官署では気
圧が大きく低下し，最低海面気圧は屋久島
９４９．４hPa（観測史上第３位），牛深９５８．９hPa（観測
史上第５位），雲仙岳９６１．５hPa（観測史上第４位）
を観測した。
台風１４号は時速３０kmとゆっくりした速度で九州

西岸を北上したため，九州山地の南東斜面では台
風からの暖かく湿った気流が長時間にわたり流入
する結果となった。気象庁のアメダスで観測され
た西中国・西四国・九州地方における４日０時～７
日２４時（４日間）の降水の状況を図４に示した。
４日０時から７日２４時までの４日間の総降水量は
宮崎県の神門（１，３２１mm），えびの（１，３０７mm），
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図３ ２００５年９月６日６時の気象衛星「ひまわ
り」の赤外画像

図２ ２００５年９月６日６時の地上天気図

図４ 西中国・西四国・九州地方における降水
の状況（２００５年９月４日～７日，４日間）
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見立（１，１８４mm）の３ヶ所で１，０００mmを超え，
大分県南部から，宮崎県山間部，鹿児島県大隈地
方にかけての九州山地南東側の広い範囲で約３日
間にわたり猛烈な豪雨に見舞われた。宮崎県で
は，県内２７ヶ所のアメダス観測所（１９７６年から観
測開始）の内１６ヶ所で日降水量の極値を更新した
（宮崎地方気象台，２００５）。また，鹿児島県でも
６ヶ所，大分県９ヶ所，熊本県１ヶ所で既往の最
大日降水量を更新した。さらに，１９７６年のアメダ
ス観測開始から２００５年までの３０年間に九州地方で
日降水量５００mmを観測した地点が１１ヶ所しかな
かったが，本台風により９月５日から６日にかけ
て宮崎県と鹿児島県では９ヶ所で日降水量
５００mmを越える記録的な豪雨が観測された（鹿児
島地方気象台，２００５；熊本地方気象台，２００５；大
分地方気象台，２００５）。
とくに，宮崎県では台風本体の雨雲がかかり始

めた９月５日２２時頃から台風が最も接近した６日
の昼過ぎにかけて強い雨が降り続いた。本台風の
通過に伴い最大降水量を観測した宮崎県の神門雨
量観測所における９月４日０時～６日２４時（３日
間）の降水の推移を図５に示した。神門では，日
降水量が４日１５８mm，５日５２５mm（観測史上第３
位，統計開始は１９７９年２月），６日６２８mm（観測
史上第１位）と増加し，台風が接近するにつれて
前方の雨雲域により時間降水量が増加し始め，５
日昼頃から２０mm/hを越え，台風が通過する直前
の９時３０分に最大１時間降水量７１mm（観測史上

第４位）を観測し，台風通過後は急速に降水量が
減少する傾向を示した。最大１２時間降水量，最大
２４時間降水量も６日１０時には６２８mm，９５２mmを
観測しており，１日で１，０００mm近くの記録的な
豪雨に見舞われていることが明らかになった。

４．山口県東部と広島県南西部における
豪雨の特徴

山口県東部を流れる２級河川の錦川は，山口県
周南市鹿野の莇ケ岳に源を発し南東に流下した
後，菅野ダム付近で北に大きく蛇行し，岩国市
（旧錦町）に流れ込んだ後，支流の宇佐川と合流し
て再び南東に大きく蛇行し，岩国市内（旧美川町，
旧岩国市）を経て瀬戸内海に注ぎ込む延長
１１０．３kmの県内最長の河川であり，支流４０河川の
総延長は３３１．８km，流域面積は８８４．２km²にも及
んでいる。菅野ダムは，周南市中須に位置し，治
水・工業用水・上水道・発電の目的に１９６６年３月
に完成し，堤高８７m，堤頂長２７２m，総貯水容量
９５，０００千m３と山口県第２位の総貯水容量を誇る。

山口県土木建築部では，県内１２６ヶ所に雨量局，
９６ヶ所に水位局を設置して，高密度観測網により
雨量・水位を観測しており，気象庁が設置する県内
２２ヶ所のアメダス観測所を約３倍と大きく上回っ
ている。広島県でも同様に，Hiroshima防災情報
システム（雨量局５４ヶ所，水位局８８ヶ所）を整備
している。また，国土交通省も１級河川の小瀬川
と大田川の流域に雨量局と水位局を設置してい
る。これらの観測局を合計すると，山口県東部と
広島県南西部の雨量局は約６０ヶ所にのぼり，高
密度で雨量観測が実施されていることがわかる。
これらの雨量局の観測データを用いて，錦川流

域の山口県東部と隣接する広島県南西部における
９月５日１２時から７日１２時までの４８時間の降水の
状況を図６に，上位１０位の雨量局とアメダスにお
ける降水の状況を表１に示した。広島県の横川雨
量観測所（広島県所管，安芸太田市）の５５６mm
を最大に，羅漢山５１７mm（アメダス，美和町），
中道５１７mm（国土交通省，廿日市市），寺山
５０８mm（山口県，岩国市）の順となっており，山
口県東部から広島県南西部にかけての広い範囲で
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図５ 神門雨量観測所における２００５年９月４日
～６日（３日間）の降水の推移



自然災害科学 J.JSNDS26-1（2007）

４８時間積算降水量が４００mmを超えている。また，
１０位までにアメダス観測所がわずか羅漢山の１ヶ
所しかランクされていないことから，気象庁のア
メダス観測網だけでは，降水の状況を正確に把握
することが出来ないことがわかる。最大１時間降
水量は岩国市の寺山で観測された６４mmを最大に
５０mm前後と上位１０局の観測所間で１０％程度の差
異しか認められず，過去の台風による最大１時間
降水量と比較しても同程度の値となっている
（YamamotoandIwaya，２００５）。また，最大３時間
降水量（１２４～１７４mm）や最大６時間降水量（２３２～
２７４mm）は，最大１時間降水量の３倍値（３時
間）・６倍値（６時間）をやや下回る程度の高い値
であることから，山口県東部と広島県南西部にわ

たる広域で長時間にわたり数十mmの豪雨が継続
していたことが伺える。
アメダスの統計値からは，台風が通過した９月

６日の日降水量は山口県内のアメダス２２ヶ所の
中で羅漢山４７２mm，玖珂３８２mm，広瀬３５２mm，
和 田３３７mm，岩 国２９５mm，下 松２９３mm，篠 生
２４４mmの７ヶ所で観測開始（１９７６～１９７８年）か
らの極値を更新しており，山口県中部から東部に
かけての山間部を中心に過去約３０年間での最大値
を観測していた。
１９７６年～２０００年までのアメダス観測データを用

いてアメダス降雨確率解析プログラム（（独）土木
研究所，２００７）より求めた広瀬と岩国の再現年数
を表１に示した。９月６日に観測された日降水量
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図６ 山口県東部と広島県南西部における２００５年９月５日１２時～７日１２時（４８時間）の降水分布（広島県の
横川（５５６mm），もみのき（４８７mm），田吹（４５８mm）は，地図外の北東部分に位置する）
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（２４時間降水量）と再現年数は，広瀬３５２mm
（１１４．３年），岩国２９５mm（１６０．９年），４８時間積算
降水量と再現年数は広瀬３８８mm（６７．１年），岩国
３３５mm（８４．３年）であり，日降水量（２４時間降水
量）が両地点で１００年を越える豪雨となっている。
時間降水量では，最大１時間降水量とその再現年
数が広瀬５４mm（８．３年），岩国４６mm（２１．１年）
と低い確率であるのに対して，最大３時間降水量
は広瀬１４３mm（５３．４年），岩国１２０mm（１２６．１年），
最大６時間降水量は広瀬２２６mm（１２３．６年），岩国
１９２mm（３０１．３年）となっており，最大でも５０mm
程度の強雨が長時間にわたり継続したことにより
３００年を上回る再現年数になったものと考えられ
る。
錦川支流の本郷川上流の羅漢山（アメダス），下

流の寺山雨量局（山口県防災情報システム）にお
ける降水の推移を図７と図８に示した。５日正午
頃から降り始めた降水は６日早朝から強くなり，
日中は羅漢山と寺山では１７時に５５mm，６４mmの
最大値を含む６時間降水量２６９mm，２７４mmを夕
刻から夜半にかけて観測している。寺山から南に
約２km離れた山陽自動車道の岩国―玖珂間の岩
国市廿木では，７日１時頃に道路の法面が崩落
し，流出した土砂により家屋が押しつぶされて３
名の死者が発生した。寺山では５日１２時からの雨

６０

最大６時間最大３時間最大１時間積算降水量降水量（ｍｍ）所在地所管観測所名順位
降水量（mm）降水量（mm）降水量（mm）（４８時間，mm）７日（～１２時）６日（１～２４時）５日（１２時～）（市町名）

２５６１３８４７５５６５５４６６３５安芸太田市広島県横川１
２６９１４７５５５１７３２４７２１３美和町気象庁羅漢山２
２６９１５３５６５１７３３４６０２４廿日市市国土交通省中道３
２７４１７４６４５０８２９４４９３０岩国市山口県寺山４
２６６１４６５５４９６３５４４０２１周南市山口県長野山５
２２９１２４４３４８７２５４２０４２廿日市市広島県もみのき６
２３４１３６５２４６９３０４２２１７錦町山口県宇佐郷７
２３２１３８５０４６８１０４３８２０美川町山口県生見川ダム８
２５４１４２５４４６４３１３９９３４廿日市市国土交通省大谷９
２３３１２６４６４５８２９３９７３２安芸太田市広島県田吹１０
２２９１２９４８３８２１２３４６２４廿日市気象庁廿日市津田

アメダス
２２６１４３５４３８８２１３５２１５錦町気象庁広瀬

１２３．６年５３．４年８．３年６７．１年－１１４．３年再現年数
１９２１２０４６３３５１７２９５２３岩国市気象庁岩国

３０１．３年１２６．１年２１．１年８４．３年－１６０．９年再現年数

表１ ２００５年台風１４号に伴い山口県東部と広島県南西部において観測された降水の順位
（２００５年９月５日１２時～７日１２時，４８時間）

図８ 寺山雨量観測所における２００５年９月５日
１２時～７日１２時（４８時間）の降水の推移

図７ 羅漢山雨量観測所における２００５年９月５日
１２時～７日１２時（４８時間）の降水の推移
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量が発生時刻には約５００mmに達しており，
５００mmを越えたことが崩落の一因になったもの
と推定される。
錦川下流の岩国のアメダス観測所（岩国高等学

校）は，開設当初は現在地より東に約２kmにあり，
それ以前の区内甲種観測所は岩国高等学校に設置
されており，地理的には大きな移設は認められな
い。また，錦川中流に位置する広瀬は，現在のア
メダス（にしき児童館）以前は，河合家（アメダ
ス・広瀬気象通報所），広瀬高等学校，広瀬小学校
と移設されてきたが移設距離は最大で約５００mの距
離である。以上のことから，両観測所の接続には
問題はないと判断し，解析にはデータを統合して
行った。広瀬（アメダス観測開始：１９７６年１月）と
岩国（アメダス観測開始：１９７７年２月）のアメダス

の観測記録に，１９４７年１月からの区間観測所の記
録を統合して２００６年７月までの約６０年間にわたる
日降水量の順位を表２と表３に示した。錦川流域
では，１９４５年の枕崎台風（台風１０号），１９５０年のキ
ジア台風（台風２９号，広瀬２４６．２mm（９月１３日）），
１９５１年のルース台風（台風１５号，岩国２２１．４mm
（１０月１４日）），１９６０年の梅雨前線による豪雨（広瀬
２６１mm（７月７日））をはじめとして，近年では
１９９９年６月２９日の梅雨前線による広島・呉豪雨
（山本ら，２００２）などが順位の上位を占めており，
台風や梅雨前線に伴う豪雨により錦川は幾度とな
く洪水に見舞われている。９月６日に観測された
日降水量（広瀬３５２mm，岩国２９５mm）はいずれ
も第１位の極値を更新しており，第２位の約１．３
倍に相当する豪雨であった。

６１

積算降水量事項日降水量順位
月／日mm年／月／日mm

９月５－７日３９４台風０５１４号２００５（平成１７）年９月６日３５２１位
８月４－５日３１８台風７１１９号１９７１（昭和４６）年８月５日２６２２位
７月７日２６１梅雨前線１９６０（昭和３５）年７月７日２６１３位
９月１２－１３日３５０．７キジア台風１９５０（昭和２５）年９月１３日２４６．２４位
７月１３－１６日３７８梅雨前線１９８２（昭和５７）年７月１６日２３７５位
８月１４日２１７台風７０１０号１９７０（昭和４５）年８月１４日２１７６位
６月１５－１６日２２７梅雨前線１９９０（平成２）年６月１５日２１０７位
８月８日２０６台風９２１０号１９９２（平成４）年８月８日２０６８位
６月２９日２０６梅雨前線１９９９（平成１１）年６月２９日２０６８位
１０月１４－１５日３２７．９ルース台風１９５１（昭和２６）年１０月１４日２０５．６１０位

積算降水量事項日降水量順位
月／日mm年／月／日mm

９月５－７日３４１台風０５１４号２００５（平成１７）年９月６日２９５１位
７月７日２２８梅雨前線１９６０（昭和３５）年７月７日２２８２位
１０月１４－１５日３３０．７ルース台風１９５１（昭和２６）年１０月１４日２２１．４３位
６月２９日２１７梅雨前線１９９９（平成１１）年６月２９日２１７４位
７月１日２０３梅雨前線１９８０（昭和５５）年７月１日２０３５位
９月１２－１３日３１６．５キジア台風１９５０（昭和２５）年９月１３日１８７．９６位
６月２５－３０日３５９梅雨前線１９８１（昭和５６）年６月２６日１８４７位
７月２－５日２４５．８梅雨前線１９５４（昭和２９）年７月４日１７８．３８位
８月８日１７８台風９２１０号１９９２（平成４）年８月８日１７８９位
７月２７－２８日２９６台風９３０５号１９９３（平成５）年７月２７日１６８１０位

表２ 広瀬（山口県）における日降水量の順位（統計期間：１９４７年１月～２００６年７月）

表３ 岩国（山口県）における日降水量の順位（統計期間：１９４７年１月～２００６年７月）
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５．台風１４号と豪雨による被害の概要
平成１７年台風第１４号と豪雨による被害の状況を

表４に示した（消防庁，２００５）。本台風に伴う豪雨
により，土砂災害が各地で発生し，宮崎県での１３
人を最高に，鹿児島県で５人の死者が発生したの
をはじめ，全国で死者２６人・行方不明者３人に達し
ている。また，河川の増水に伴う氾濫や越流，内
水氾濫により床上浸水７，６００棟，床下浸水１３，５００棟
と全国で２万棟を越える浸水被害が発生した（国土
交通省，２００５；内閣府，２００６；消防庁，２００５）。

とくに，宮崎県では五ヶ瀬川や大淀川流域では
土砂災害や家屋の浸水による全半壊，床上・床下
浸水，農林水産業の被害などにより被害額が
１，０００億円を越え，戦後の台風災害としては最大
級のものとなった。また，山間部の集落では孤立
化や高齢者の被害などの問題が浮き彫りになっ
た。（宮崎県土木部，２００６；牛山ら，２００６）。山口
県では，県東部の錦川流域の岩国市と美川町を中
心に住家の床上浸水・床下浸水の被害が大きく，
浸水被害が甚大な住家は半壊被害に算入されてい
る。東京２３区西部や多摩地区では，台風１４号接近
中の９月４日夜から５日明け方にかけて局地的な
集中豪雨に見舞われ，練馬区上石神井（東京都建

設局所管）で最大１時間雨量１０８mm（２２：３０）を
含む記録的な豪雨（１９時～３時，２３９mm）となり，
中野区・杉並区・練馬区など住家の床上浸水２，９００
棟，床下浸水２，５００棟を上る甚大な水害が発生し
た（東京管区気象台，２００５）。

６．山口県錦川流域における洪水災害の
概要

山口県東部の錦川の中流域に位置する美川町は
人口１，７５３人，８５７世帯（平成１７年１月３１日現在），
面積７５．８５km２の過疎化が進んだ典型的な中山間
地域の自治体で，高齢化率は４８％と県内第２位で
ある。平成１８年３月２０日には，岩国市を中心とし
た岩国地域８市町村（岩国市，由宇町，玖珂町，
本郷村，周東町，錦町，美川町，美和町）が広域
合併し，新しい岩国市が誕生しており，美川町も
岩国市美川町と名称が変更になっている。
本台風の通過に伴い，錦川流域では記録的な豪

雨に見舞われ，中流域に位置する岩国市美川町
（旧美川町）や下流域の岩国市の藤河・御庄地区な
どでは錦川の洪水により住家の浸水被害が相次い
で発生した。美川町における家屋の浸水被害の状
況（美川町，平成１７年９月１６日現在）を表５に示

６２

非住家被害住家被害人的被害
その他公共施設床下浸水床上浸水一部損壊半壊全壊軽傷重傷行方不明死者
（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（人）（人）者（人）（人）

１，１６６４１５３８２埼玉県
１，０３８２１２，５４０２，８５２東京都

２１１１福井県
６３２４０４４３１３２１岡山県

２１，６６２２８９４４４８４広島県
９９９１，３８０１３１４６５９２３山口県

４１２７３２１７４１徳島県
３６６３０２３１３９０８３３３１高知県
５７５９７０２９６１２４１２６５３３１大分県
４４６７１２，９１９１，４６２３３１３，２８４１，１０４２１５１３宮崎県
３５８１０１，６３７２６９１，９６６５３５３１３５５鹿児島県
７７８１，０４３２３７２２０６３５８２３その他*

２，３５４１５０１３，５３４７，６２６２，７７０３，５０４１，１７８１３４４５３２６合計
*北海道，岩手県，秋田県，山形県，福島県，茨城県，神奈川県，新潟県，富山県，石川県，長野県，岐阜県，
静岡県，愛知県，三重県，京都府，大阪府，兵庫県，和歌山県，鳥取県，島根県，香川県，愛媛県，福岡県，
佐賀県，長崎県，熊本県，沖縄県

表４ 平成１７年台風第１４号と豪雨による被害状況（消防庁，平成１７年１０月３１日１４時００分現在）
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した。町内の床上浸水は１７２棟，床下浸水は２０１
棟，被災者は床上浸水３５２人，床下浸水４２２人で，
美川町の１/４の住民が水害に被災している。とく
に，南桑地区は錦川の左岸を川沿いに走る国道
１８７号線の両側に発達した集落で，国道の山側の
高台を除くほぼ全域で床上浸水の被害に見舞われ
ている。
錦川における洪水注意報・警報の発令時刻を表

６に，美川町南桑地区に設置されている南桑水位
観測所における９月５日１２時～７日１２時（４８時間）
の錦川水位と南桑地区から東南東に約２km離れ
た生見川ダムにおける降水量の推移を図９に示し
た。また，南桑地区の浸水図と断面図を図１０に示
した。南桑地区では，錦川流域で降り続いた豪雨
により，６日１５時２０分には通報水位２．２０mを越
え，１７時３０分には警戒水位３．７０m，１８時１０分には
危険水位４．７０mを越えた。さらに急激な水位上
昇により無堤防の河川から南桑地区に河川水が流
入し，１９時１０分には国道１８７号線の路面高の
６．７０m，２３時には最大水位８．８９mを観測した。こ
の結果，国道１８７号線の路面高が６．７０mであるこ
とから，図１０に示したように南桑地区の山沿いを
除く国道沿いの一帯は浸水し，住家では軒下まで
約２m前後が水没する壊滅的な被害が発生した。
下関地方気象台では山口県東部に洪水注意報を

６日５時５０分，洪水警報を１４時に発令して，水害
への警戒を呼びかけている。２級河川の錦川水系
を管理する山口県では，錦川中流部に指定河川洪

水予報として洪水注意報を１６時４５分に発表し，１７
時５５分に洪水警報へ切替えており，危険水位
４．７０m到達の１５分前であった。また，錦川下流
部での洪水注意報の発表は６日１８時５０分，洪水警
報への切替えは２１時２５分であった。美川町では避

６３

人世帯棟地区名区 分
５８２８２８河山地域

床上浸水

住 家

２８７１３９１３９南桑地域
７５５根笠地域

３５２１７２１７２計
２８１１１１河山地域

床下浸水
３８１６１６南桑地域
４２２根笠地域
７０２９２９計
４２２２０１２０１小計
－－１８全 域床上浸水

非住家
－－３全 域床下浸水

下関地方気象台（気象庁）
山口県東部
・６日５時５０分：洪水注意報
・６日１４時００分：洪水警報
山口県（指定河川洪水予報）
錦川水系（錦川中流部）
・６日１６時４５分：洪水注意報（発表）
・６日１７時５５分：洪水警報（切替え）
・６日２１時１５分：洪水情報（補完）
・７日０７時２５分：洪水注意報（切替え）
・７日１２時１５分：洪水注意報（解除）
錦川水系（錦川下流部）
・６日１８時５０分：洪水注意報（発表）
・６日２１時２５分：洪水警報（切替え）
・７日０６時２０分：洪水注意報（切替え）
・７日１１時５５分：洪水注意報（解除）

表５ 美川町における家屋の浸水被害状況（美
川町，平成１７年９月１６日現在）

図９ ２００５年９月５日１２時～７日１２時（４８時間）
の南桑水位観測所における錦川水位と生
見川ダムにおける降水量の推移

表６ 錦川における洪水注意報・警報の発令時
刻
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難勧告を１７時４５分に発令しており，避難時は「夕
方で視界があり，風が弱かった」ことが幸いし，
人的な被害は発生しなかった。

避難勧告に基づく避難の状況は，河山地区（下
河内・下宮ノ串・上宮ノ串）が６５％（５３人），南桑
地区（久保・下柏川・上柏川・愛宕）が４４％（１１５
人），根笠地域（山ノ内）が３０％（１８人）であり，
いずれの地区（集落）も低率であった。東山ら
（２００６）のアンケート調査の分析結果を見ると，腰
や胸まで浸かって避難した高齢者も多かったこと
から，高齢者等の要避難援護者は避難行動時に災
害に遭遇する可能性が高いことも考慮して，洪水
警報や避難勧告の発令時刻や伝達方法について検
討する必要があるものと考えられる。
美川町南桑地区の錦川沿いの国道１８７号線に隣接

する美川小中学校共用体育館における浸水被害の
状況を写真１に示した。体育館では，錦川から流
入した河川水の圧力により床が約５０cmも持ち上が
り，地上高７７cmに建てられた体育館でも１１０cmの
浸水被害が生じている。本体育館は美川町が避難
所に指定しており，本台風時にも住民約５０人が避

難していたが，浸水が予測されたため風雨の中を
隣接する小学校の２階と３階の校舎に移動するこ
ととなった。美川小中学校に隣接する写真２の南
桑保育所では，保育室に１９５cmの浸水痕跡があ
り，当日は休園したために園児は水難を免れた
が，洪水の凄まじさを見ることが出来る。写真３
のように，錦川に隣接する町営住宅でも浸水の痕
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写真１ 美川小中学校共用体育館における浸水
被害の状況（山口県玖珂郡美川町南桑，
２００５年９月２５日撮影）

図１０ 美川町南桑地区の浸水図と断面図
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跡は１８７cmであった。写真４の国道１８７号線に面
した店舗・駐車場では浸水深は２１９cmで店舗は廃
業の状況に陥っており，南桑地区ではこれ以外に
も水害により廃業せざるを得なかった店舗も見受
けられる。写真５の個人住宅では外壁の土壁が水
害により剥離しており，浸水深は軒下の２２０cmに
も達していることがわかる。このように，南桑地
区一帯では２００cm前後の軒下までの浸水被害に見
舞われており，浸水深はルース台風の２０８cm（南
桑中学校，現在の美川中学校）に匹敵している（美
川町，１９６９）。
錦川下流の岩国市でも，錦川に隣接する藤河，

御庄，愛宕，岩国などの地区を中心に床上約

１，３００棟，床下約６７０棟の浸水被害が発生してい
る。その中でも比較的造成が新しい藤河地区で
は，写真６に示したように新築の個人住宅におけ
る被害（浸水深１４０cm）も数多く見受けられた。
岩国市藤河地区における造成前（１９７４（昭和４９）
年）と３０年後の造成後（２００４（平成１６）年）の空
中写真の比較を写真７に示した。１９７４（昭和４９）
年の空中写真では錦川の左岸一帯の後背地には水
田が広がっており，山際の国道２号線に沿って住
宅が立地している。しかし，２００４年の空中写真で
は水田が造成されて山陽自動車道路が開通し，多
くの工場や住宅が建設されていることがわかる。
本地区は錦川が大きく蛇行し，河道が閉塞してい

６５

写真２ 南桑保育所における浸水被害の状況
（山口県玖珂郡美川町南桑，２００５年９
月２５日撮影）

写真３ 美川町町営住宅における浸水痕跡（山
口県玖珂郡美川町南桑，２００５年９月２５
日撮影）

写真４ 店舗・駐車場における浸水痕跡（山口
県玖珂郡美川町南桑，２００５年９月２５日
撮影）

写真５ 個人住宅における浸水被害の状況（山
口県玖珂郡美川町南桑，２００５年９月２５
日撮影）
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る区間であることから，今後も水害の発生が懸念
される。
現在，美川町南桑地区と岩国市藤河地区は，激

甚災害対策特別緊急事業の採択を受け，平成１７年
度～平成２１年度の５ヵ年間にわたり，河道掘削，
築堤，護岸整備等を実施して河川の流下能力を向
上させて水害の再発防止を進めている。
以上のように，錦川流域の水害は過去に幾度と

なく発生しているが，本台風による水害は，美川
町史（１９６９）や山口県災異誌（１９５３）の災害記録
を比較しても，１９５１年１０月のルース台風以来の広
域かつ甚大な被害であることが明らかになった。
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写真７ 岩国市藤河地区における造成前（１９７４年）と造成後（２００４年）の空中写真の比較

写真６ 個人の新築家屋における浸水痕跡（山
口県岩国市藤河，２００５年９月２５日撮
影）
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７．おわりに
今回の台風１４号では，本報告からも明らかなよ

うに九州山地の南東側に位置する大分県南部・宮
崎県山間部・鹿児島県大隈地域，山口県東部を中
心に長時間にわたる持続的な豪雨によって，土砂
災害や洪水災害などの甚大な水災害が発生した。
とくに，山口県東部の錦川流域では，１９５１年１０月
に襲来したルース台風以来の甚大な洪水災害と
なった。
今後は，河道の洗掘，河川堤防の強化，住居の

嵩上げなどによる浸水被害の回避などハード面の
対策により，さらなる水害の回避・減災に努める
必要がある。また，豪雨予測精度の向上，菅野ダ
ムの事前放流，地域住民における土木防災情報シ
ステムの利活用など，ソフト面の対策を講じるこ
とも水害を回避・減災する重要な方策である。
甚大な水害に見舞われた美川町南桑地区は６０歳

代以上の世帯が６３％を占める高齢者の多い地域で
あり，半数が独居や夫婦のみの世帯であることか
ら（東山ら，２００６），夜間や暴風を伴う水害時等に
は避難が困難となる可能性も予想される。今後
は，高齢者等の災害時要援護者における安全避難
対策や高齢者等に配慮した避難所整備等について
の検討，水害常習地における水害啓発活動を展開
する必要がある。現在は，美川町を対象に水害ア
ンケート調査，水害の変遷，水害時の高齢者等の
避難準備や情報伝達，雨量・浸水モニタリングシ
ステムの設置・稼動についての調査・取り纏めを
進めている。
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